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晩秋の候、ますますご盛栄のことと思います。保護者の皆様には本校の教育活動や家庭での学

習活動にご理解ご協力いただき、ありがとうございます。来月 11 月 5 日は日曜フリー参観で

す。ぜひ子ども達のがんばりをご参観ください。学習面で何かお気づきの点があれば、子ども達

のためにもぜひ教えてください。 

◇◇学習の基本は体調管理から◇◇ 

 最近は、朝夕の気温と日中との温度差が大きく、衣服の調節も難しい日々です。 

そんな中で子ども達の体調管理はいかがでしょうか。特に休み明けの子ども達を 

見ると、やる気があっていい表情の子もいますが、疲れが見えたり、眠たそうで 

だるそうな表情をしたりしている子もいます。そんな子ども達からは、「遅い時間ま 

でゲームをしていた」、「朝からスマホで動画を見ていた」、「昨夜は習い事で遅 

くなって宿題ができず、朝起きてからしていた」、「遅く起きて朝ごはんを食べて 

いない」といった理由が聞かれました。体も頭も起きていない状態だと、どんな授業を受けても

身に付くものも身に付きません。よい学習に向かうためには体調管理がとても重要なのです。 

 「朝ごはん」をしっかり食べるには、早起きして体も心も起こす必要があります。「早起き」

のためには、ゆっくりと寝て体力回復させるため前日に早寝をする必要があります。「早寝」の

ためには、学校からの宿題や読書、家庭学習、道具の準備など家ですべきことを済ませてしまう

ことが必要です。もし、そのために習い事や社会体育、ゲームやスマホがよくない影響を与えて

いるのなら、その関わり方や時間配分を見直す必要があります。小学生は、まずは学校のことを

しっかりできることが大切です。よい学習習慣の確立のためにも生活リズムを整えましょう。 

◇◇学年別の勉強のコツ◇◇ 

今号では各学年の学習の特徴やポイントを国語算数を中心に紹介します。これで、子ども達の

学習の様子や内容を一緒に確認していき、みんなでどかんとパワーアップしてほしいです。 
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× 
＜国語＞ 

  まずは、ひらがなやカタカナをすらすら正しく使

えるようにマスターすることです。１年生では８０

字、２年生では１６０字ある漢字も同様です。繰り

返し書くのは大変だと感じやすいですが、文章で

書いたり、成り立ちを一緒に覚えたりと学習の中

で楽しく取り組むといいです。 

  文章読解のポイントは、「だれが、いつ、どこで、 

何を、なぜ、どのように」の５Ｗ１Ｈをおさえながら、 

音読をすると、内容理解が進みます。 

＜算数＞ 

  算数では、「繰り上がり」「繰り下がり」「筆算」

「九九」といった、この先の計算の基礎となる部分

を学習します。具体物を使うなどして、頭の中でイ

メージして計算をすると分かりやすいです。九九や

簡単な計算はリズムで覚えてしまってもいいです。

ただ、九九や計算はできても、文章問題になると

できなくなる子も多いです。これは、読解力やイメ

ージする力でもあります。日頃の読書を充実させ

て文章を理解する力を養いましょう。 

一
・
二
年
生 

↑本校 HP 



→低学年は、基本的な授業への構え、学校や家庭での学習習慣を身に付ける大切な時期です。「先

生の話を聞く」「ノートは後から見たときに分かりやすく書く」「帰ったら学習をする」などの習

慣を低学年のうちに身に付けると勉強に対して抵抗感が低くなり、自分から学習にむかえるよ

うになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→中学年では、学校生活に慣れてきた半面、理科、社会、総合的な学習の時間、外国語活動など

新しい学習が始まり、最初のうちは子ども達も戸惑いやすいです。どれも経験や体験が学びに結

びつきやすいので、１つ１つの学習活動を大切にしてほしいです。また、子ども達自身の興味関

心が様々になるので、何か興味があればどんどん取り組ませてみましょう。何かに熱中して取り

組むことで自身の学習の調整力や粘り強く取り組む力を育てることにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→高学年では、低学年から中学年と学んできた内容をさらに発展させ、中学校の準備段階とな

るような学習をします。この時期に小学校での内容をどれだけマスターできるかがこの後の学

習を左右します。中学生、高校生となった時に、「あぁ小学校の時にもっと勉強しておけばよか

った！」と後悔しなくていいように、どの教科もどの内容もこの時期におさえましょう。 

また、５年生から外国語活動が英語として教科になり、英語での話す聞く書く読むの基本を行

います。中学校の英語につながるように、基本的な言い回しや単語を覚えるといいです。 

三
・
四
年
生 

＜国語＞ 

  内容が少しずつ難しくなります。３、４年生で学

習する漢字は４００字とボリュームがあります。文

章問題も低学年よりも長く複雑になっていきま

す。漢字と読解と両方の力を育てるため、中学年

までに安定した読書習慣を身に付けたいです。 

「たくさんの文字、言葉に触れる」ことが大切

です。また、学習した漢字や言葉はどんどん使

い、書き慣れてほしいです。パソコン入力にも使う

ローマ字も３年生で初めて出てきます。 

＜算数＞ 

  ３、４年生ではわり算や分数、小数、角度といっ

た新しい考え方が登場します。つまづきやすい内

容なので、そういう時は日常の中（食事の時な

ど）から問題に置き換えて考えてみるといいです。

コンパスや分度器などの道具も正しく使えるよう

になる必要があります。 

  授業のノートに自分の考えや友達の考えなど

が書かれることが増えるといいです。分かりやすく

書いて、次の授業に生かすようにします。 

五
・
六
年
生 

＜国語＞ 

  学習内容が複雑化します。文章問題では抽象

的な表現や説明を求められるなど、より一層の読

解力が必要です。また、単純に文章の量が多い

ので、早く文章を読むことが求められます。要約

や読解などでは文章全体を素早く理解し、ポイン

トを見つけることが大切です。そのためにも、普段

から文字の多い本やいろんな種類の本の読書に

慣れておくことが重要です。 

 漢字も２年間で３６６字を新たに学習します。社

会科で出る都道府県の漢字も覚えましょう。 

＜算数＞ 

  分数や少数の四則計算（＋―×÷）、図形、立

体、面積、体積、比例・反比例、速さ、割合、平均な

どを学習します。特に、分数の計算や割合はつま

づきやすい内容です。その内容につながる過去の

学年での学習内容の復習からすると理解が進み

ます。図形や立体などはその特徴や計算に必要

な公式を覚え、いつでも使えるように、とにかく問

題量をこなしてほしいです。そのためには、宿題だ

けでなく、家庭での学習の充実が大切です。この

習慣が中学校でも必ず役に立ちます。 


